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ナ
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ナ
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ナ

リ

　
レ

　

百

丈

山

大
智
禅
師

、

示
レ

衆
云

、

仏

是
最
上

乗
、

是
上
上

智
、

是
仏
道
立
此
人

、

是
仏
有
仏
性

、

是
導
師

、

是
使
得
無
所
礙
風

、

是
無
礙

　
ナ

リ

窕
雰

…
、

ス

’

　

　
ナ
リ

ヲ

シ

テ

ト

　
ス ．
…

厄

シ

テ

ニ

　

　
昌

　

　

シ

テ

昌

　

　
一一

　

　

シ

テ

　

慧
。

於
後

能
使
二

得
因
果
→

福
智
自
由

。

是
作
γ

車
運一一

載
因
果
叩

処
二

於
生一

不
レ

被
二

生
之
所
プ

留
→

処一一

於
死
一

不
レ

被
二

死

之
所
7

礙
。

処
ニ

　
　
　
ニ

　
　

シ

　

ノ

　
ル
ガ

　
　
　

　
レ

　
　

　
ニ

　ヘ
　

　

　
　
　

　

　
ニ

シ

テ

　

　

　
　

　

ナ
リ

　

シ

　
ク

　

　
ナ

レ
パ

　
　

　

ゼ

　

　
　
　

　

　
ヲ

　
　
　

　

　
　
　
ノ

　
　

モ

　
　

ダ

　
グ

　
　
　
ナ

レ
パ

　
於
五

陰
一

如
二

門
開
噛

不
レ

被
二

五

陰
礙
叩

去
住
自
由

、

出
入

無
難

。

若
能
恁
麼、

不
レ

論
二

階

梯
勝
劣
→

乃
至

蟻
子
之

身
、

但

能

恁

麼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
1

）

　

ク
　
レ

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ

　
尽

是
浄
妙
国
土

、

不

可
思
議

。

　
こ

れ

す

な
は

ち

百

丈
の

道

処
な
り

。

い

は

ゆ
る

五

蘊
は

、

い

ま
の

不

壊
身
な

り
。

い

ま

の

造
次
は

門
開
な

り
、

不

被
五

陰
礙
な
り

。

生

　

を
使
得
す
る
に

生
に

と

ど

め

ら
れ

ず
、

死
を

使
得
す
る

に

死
に

さ
へ

ら

れ
ず

。

い

た

づ

ら
に

生
を

愛
す
る

こ

と
な
か

れ
、

み

だ

り
に

死

　

を
恐
怖
す
る
こ

と

な
か

れ
。

す
で

に

仏
性
の

処

在
な
り
、

動
著
し

厭
却
す
る

は

外
道
な

り
。

現
前
の

衆
縁
と

認
ず
る

は
、

使
得
無
礙
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

4
）

　

な
り

。

こ

れ
最
上

乗
な
る

是
仏
な

り
。

こ

の

是
仏
の

処

在
、

す
な
は

ち
こ

れ

浄
妙
国

土

な
り

。

仏
果
ノ

上
ニ

ハ

衆
徳
可
二

具
足
ハ

更
不
F

可
ン

有
二

闕
所
→

何
義
何
徳
力

不
レ

備
、

仍
示

衆
詞
二

仏
是
最
上

乗

ナ

リ、

是
上

上

智
也

、

是

仏
道
立

此
人
リ
、

是
仏
有
仏

性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト

ク

也
ト

ラ

サ

マ

サ

マ

被
レ
挙
二
仏

徳→

其
中
二

是
仏
有
仏

　
仏
果
の

上
に

は
、

多

く
の

徳
が

具
わ

り

満
ち

足
り
て

い

る

は

ず
で

あ
る

。

決
し
て

欠
け
た

と

こ

ろ

な

ど

あ
る
は

ず
が

な
い

。

ど
ん

な

義
、

ど
ん

な

徳
が

備
わ
っ

て

い

な
い

で

あ
ろ

う
。

そ
こ

で
、

示

衆
の

こ

と
ば

に
、

「

仏
是
最
上

乗
、

是
上

上

智
、

是
仏
道
立

此
人、

是
仏
有
仏

性
」

（

仏

は

是
れ

最
上

乗
な

り
、

是
れ
上
上

智
な

り、

是
れ

仏
道
立

此
人
な

り
、

是
れ

仏
有
仏
性
な

り
）

な
ど

と
、
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性
ノ

詞
ア

ル

ニ

ヨ

リ

テ
、

仏
性
ノ

タ

ヨ

リ

ト

ナ

ル

ア

　
　

　
　
ノ

セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

ヒ

タ

被
二

引
載一

歟、

此
詞
不
二

普
通
宀

是
仏
有

仏

性

也
ト

云
ハ

ム

モ

不
レ

被
二

心

得剛

然
而
仏
性
ノ

上
ノ

道

理
イ

ツ

レ

イ
カ

ニ

談
タ

ラ

ム

モ

不
レ

可
レ

有
レ

苦
、

又

　
　

　
　
　
　
　

　
　
ノ

チニ
へ

ら
ロ

不
レ

可
二

相
違一

事
也、

於
レ

後

能
使
得
ス

レ

ハ

因
果
福

智
自
由

也
云

云、

此

因
果
モ

非
二

常
因
果→

使
得
無
所

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

ウ
ン
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『

正
法
眼
蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

　

　
　
　

　
　

　
　
　

ウ
ワ

カ
イ

者
不

壊
身
ナ

ル

ヘ

キ

条
無
γ

疑
、

造
次
モ

実
門
開
ナ

　

　
　
ユ

エ

ニ

ル

ヘ

シ
、

故
無
礙
風
ナ

リ、

此
（

一

八

八

a
）

道
理

　

　
　
　

　
　

　
　
　
グ

上
ノ

上
ハ

生
ヲ

愛
シ

死
ヲ

恐
怖
ス

ル

コ

ト

実
背
γ
理

　

　
　
　

　
（

6
）

歟
、

已

仏
性
ノ

所
在
也
ト

被
レ

決
処
在
ノ

詞

ソ
、

能

在
モ

可
レ

在
歟
ト

聞
ユ

レ

ト

モ
、

只
仏
性
ノ

上
ノ

処

　

　
　
　

　
　

　
　
　
ニ

ム

在
ナ

リ、

現
晶

則

ノ

衆
縁
ト

靭
恥

ス

ル

ハ

、

使
得
無
礙
風

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
シ
　
ひ

ウ

也
云

云
、

是
モ

只
現
前
ノ

衆
縁
行
住
坐
臥
ノ

進
止
動

ヨ

ウ揺
皆
是
使
得
無
礙
風
ノ

道
理
ナ

リ

ト

ナ

リ
、

是
最
上

乗
ナ

ル

是
仏
也
云
云

、

コ

ノ

是
仏
ノ

処
在、

則
是
浄

妙
国
土
ナ

リ
云

云
、

此
是

仏
ト

云
モ

フ

ト

イ
テ

キ

タ

ル

様
ナ

ル

詞
ナ

レ

ト

モ
、

最
上

乗
仏

性
也
（

一

八

八

b
）

ナ

ム

ト

云

程
ノ

詞
ナ

リ
。

　今
談
二

仏
性
義一
ス

ル

ニ

雖
レ
有
二

段
々
一

各
無
二

勝
劣宀

只
同
事
ヲ

ノ

フ

ル

ナ

リ
、

先
ノ

詞
ノ

替
タ

レ

ハ

ト

テ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
リ

ノ

ぐ

無
二

差
別（

タ
ト
ヘ

ハ

仏
十
号
マ

シ

マ

ス
、

各
有
レ

謂
、

然
而

非
レ

有
二

勝
劣
善
悪一
也

、

　仏
是
最
上
乗
ト

云
ハ

、

五

乗
鰍
厭

騨
繝

醺
説

墸
）

二

勝
タ

ル

故
二

云
ナ

リ、

最
上

乗
ヲ

以
テ

因
果
福
智
作
車
運

載
ヲ

モ

心

得
ム

ス

ル

ト

キ

ニ

、

衆
生
ノ

作
業
ニ

テ

ハ

ア

ル

マ

シ

キ

也
、

上

上
智
ト

云
ハ

上
ノ

ゥ

ヘ

ニ

上
ヲ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ナ
ワ

立
ル

コ

ト
ハ

、

法

文
ノ

理
ヲ

ノ

フ

ル

ニ

ハ

詞
ノ

猶
タ

ラ

ヌ

事
（

一

八

九
a
）

ア

リ
、

五
乗
ノ

上
ノ

上

乗
ハ

下

二

対
シ

タ

ル

方
ア

リ
、

仍
上

上
ト

云

事
ア

リ、

又
上
ト

ナ

ツ

ク

ル

コ

ト

モ

下
ニ

タ

イ
シ

タ

ル

事
ア

リ
、

無
上

二

〇
〇

は
、

「

五

陰
」

は

「

不

壊
身
」

で

あ
る
は

ず
が

な
い

。

そ
う
で

は

あ

る

が
、

仏
性
の

上
の

五

蘊

で

あ
る

。

そ

う
だ
と

す
れ

ば
、

「

不

壊
身
」

で

あ
ろ
う
こ

と

は

疑
い

な
い

。

「

造
次
」

（

わ

ず
か
な

間
の

ふ

る
ま
い
）

も

実
に

「

門
開
」

で

あ
る

は

ず
で

あ
る

。

だ

か

ら

「

無
礙
風
」

で

あ

る
。

こ

の

道
理

で

あ
る
か

ら
に

は
、

「

生
を

愛
」

し
、

「

死

を

恐
怖
す
る
」

こ

と

は
、

実
に

理

に

背

く

　
　

　

　
　

　
　

　
（

6
）

か
。

「

す
で

に

仏

性
の

処
在
な

り
」

と

決
定
さ

れ
た
「

処
在
」

（

あ
り

場
所
）

の

こ

と

ば
は

、

能
在

も
あ
る
べ

き

か
と

受
け
取
ら
れ

る

け
れ
ど

も
、

た

だ

仏
性
の

上
の

「

処

在
」

で

あ
る

。

「

現
前
の

衆
縁
と

認
ず

る
は

、

使
得
無
礙
風
な

り
」

と

あ
る

。

こ

れ

も
、

た

だ

「

現
前
の

衆
縁
」

、

行
住
坐

臥
の

進
止
動
揺

、

皆
こ

れ

は

「

使
得
無
礙
風
」

の

道
理
で

あ
る

と
言
う

の

で

あ

る
。

「

こ

れ

最

上

乗
な

る

是
仏
な

り
」

と
あ
る

。

「

こ

の

是
仏
の

処

在
、

す
な
は

ち
こ

れ
浄
妙
国
土

な

り
」

と

あ

る
。

こ

の

「

是
仏
」

と
い

う
の

も
、

突
然
出
て

来
た
よ

う
な
こ

と

ば

で

は

あ
る

け
れ
ど

も
、

「

最

上

乗
」

「

仏
性
」

で

あ

る

な
ど
と

言

う
ほ

ど
の

こ

と
ば

で

あ
る

。

ふ
」

の

〔

仏
性
の

巻
で

は
〕

仏

性
の

意
味
を

説
く
の

に
、

各
段
が
あ
る

け
れ

ど

も
、

そ

れ

ぞ

れ

勝
劣
は

な
い

。

た
だ

同
じ
こ

と

を
述
べ

る
の

で

あ
る

。

以
前
の

〔

段
の
〕

こ

と

ば
が
替
っ

た
か

ら

と
い

っ

て
、

違
い

は

な
い

。

例
え
ぽ

、

仏
に

は

十
号
が
お

あ
り
に

な

る
が

、

そ

れ
ぞ
れ
に

い

わ

れ
が

あ
る

。

し

か

し
、

勝
劣

・

善
悪
が
あ
る

の

で

は

な
い

の

で

あ
る

。

へ
「

仏
是
最
上

乗
」

と

言

う

の

は
、

五

乗
〈

人
・

天
・

声
聞
・

縁
覚

・

菩
薩
が

五
乗
で

あ
る
〉

に

〔

比
べ

て
、

仏
は
〕

勝
っ

て

い

る

か

ら
、

〔

こ

の

よ

う
に
〕

言
う
の

で

あ
る

。

「

最
上

乗
」

に

よ

っ

て

「

因
果
福
智
」

「

作
車
運
載
」

を

も
理

解
す
る

と

き
に

は
、

〔

そ

れ

ら
は
〕

当
然
衆
生
の

行

為
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

「

上
上

智
」

と

言
う
の

は
、

上
の

上
に

上

を
立
て

る
こ

と

ば

〔

で

あ

る
〕

。

法
文
の

理
を

述
べ

る

に

は
、

こ

と

ば
が

そ

れ
で

も
足
ら
な
い

こ

と

が

あ

る
。

五

乗
の

上

〔

と
い

う

意
味
で
〕

の

上
乗
で

は
、

下
に

対
し

て

い

る
一

面
が

あ
る

。

そ
こ

で

「

上

上
」

と
い

う
こ

と
が

あ
る

。

ま

た
、

上

と

名
付
け
る

こ

と
も

、

下
に

対
し

て

〔

名
付
け
て
〕

い

る
こ

と

が

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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ノ

詞
ニ

ハ

無
下
モ

ア

ラ

ハ

ル

ル

ナ

リ
、

最
上
乗
モ

上

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
テ
ウ

上
智
モ

ヲ

ホ

キ

ナ

ル

事
ナ

リ
、

大
大
超
ト

云

事
モ

ア

リ
、

　仏
道
立

此
人
ト

云
ハ

、

本
分
人
ナ

リ
、

仏

有
モ

仏

性
、

只

仏
ノ

名、

本
分
ノ

事
ナ

リ、

　仏
有
ト

イ

フ

コ

ト
ハ

、

コ

ノ

ト

キ
ハ

シ

メ

テ

キ

コ

ユ

ル

ニ

似
レ

ト

モ
、

悉
有
ノ

ト

キ

事
ブ

リ
ヌ

ル

ナ

リ
、

　使
得
ト

云
ハ

是
仏
ノ

使
得
也

、

ツ

カ

ビ

ウ

ル

ナ

リ
、

（

一

八

九
b

）

ノ

コ

ル

所
ナ

キ

義
也

、

使
得
無
所
礙

ト

イ
ハ

ム

ニ

コ

ト

タ

リ

ヌ

ヘ

シ
、

風
ト

イ

フ

字
何
事

詮
哉、

コ

レ

ハ

タ

タ

ツ

ネ

ニ

無
所
礙
風
ト

イ
ヒ

ナ

ラ

ヒ

タ

ル

詞
ナ

レ

ハ

、

無
礙
ト

云

字
二

付
テ

風
ト

イ

フ

ト

ハ

イ

フ
、

非
二

風
大
切一
也、

仏
性
ノ

海
ナ

ム

ト

イ

フ
、

別
二

海
ノ

字
ノ

大
切
ナ

ル

ニ

ア

ラ

サ

ル

程
ノ

事

也
、

　無
所
礙

風
ト

云、

コ

レ

仏
ノ

徳
、

仏
ノ

理
ナ

リ
、

解

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
サ

ワ

リ

脱
ノ

上
ハ

サ

ヘ

ラ

レ

サ

ル

ナ

リ、

但
風
ハ

世

間
二

障

リ
ナ

キ

物
ニ

ツ

カ

フ

ユ

ヘ

ニ

無
所

礙
風
ト

イ
ヒ

、

海

ハ

ヒ

ロ

キ
コ

ト

ニ

ツ

カ

フ

ユ

ヘ

ニ

仏
性
ニ

ツ

ク

ル

ナ

　
　

　
　

イ

サ
サ
カ

　
　
　ユ
エ

リ
、

コ

レ

ラ

聯

有
ン

故
、

（

一

九
〇
a
）

　
ケ

　
エ

無
礙
慧
ト

云
ハ

是
モ

仏
ノ

智
慧
ナ

リ
、

サ

ハ

ル

ト

コ

ロ

ナ

キ

智
慧
也

、

へ於
レ

後
能
使
得
因
果
福
智
自
由
ト

云、

此
後
ト

云

ハ

　
　

　
『

正

法
眼

蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

あ
る

。

無
上
の

こ

と
ば

に

は
、

〔

無
上
に

対
す
る
〕

無
下
も
あ
ら
わ

れ

る

の

で

あ

る
。

「

最
上

乗
］

も
「

上

上
智
］

も
、

大
き
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

大
大
超
と

い

う
こ

と

も

あ
る

。

へ
「

仏
道
立

此
人
」

と
い

う
の

は
、

本
分

人
で

あ
る

。

「

仏
有
」

も

「

仏
性
」

で

あ

り
、

た

だ

仏
の

名
、

本
分
の

こ

と

で

あ
る

。

へ
「

仏
有
」

と
い

う
こ

と

は
、

こ

の

と

き
初
め

て

知
ら

れ
た

よ

う
で

あ
る

け
れ

ど

も、

「

悉

有
」

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ

　

　
へ

の

と
き
言
い

ふ

る

さ

れ
た

の

で

あ
る

。

〔

第
一

段
に

は

「

悉

有
は

仏
性
な

り
」

と

あ
っ

た

が
、

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ヘ

　

　
へ

「

仏
有
」

は

「

仏
性
」

で

あ
る

の

で
、

「

悉
有
は

仏
有
な
り

」

と

言

え
る

か

ら
で

あ
る

。

〕

へ
「

使
得
」

と
い

う
の

は
、

こ

れ
は

仏
の

「

使
得
」

で

あ
る

。

「

使
い

得
る
」

の

で

あ
っ

て
、

残
る
と
こ

ろ

が

な
い

意
味
で

あ
る

。

「

使
得
無

所

礙
」

と

言
う
こ

と

で

十

分
で

あ

る
は

す
で

あ

る
。

「

風
」

と
い

う

字
は

、

ど
の

よ

う

な
こ

と

を

説
く
の

か
。

こ

れ
は

、

た

だ

常
に

「

無
所
礙

風
」

と

言
い

慣
れ

て

い

る

こ

と

ぽ
な
の

で
、

「

無
礙
」

と
い

う

字
に

ち
な
ん

で

「

風
」

と

言

う

と
い

う
の

で

あ
る

。

風
が

大
切
で

は

な
い

の

で

あ
る

。

〔

第
一

段
で

は
〕

仏
性

の

海
（

仏
性
海
）

な

ど
と
い

う
。

〔

こ

の

場
合
も

〕

特
に

海
の

字
が
大
切
で

あ
る

の

で

は

な
い

ほ

ど
の

こ

と

で

あ

る
。

へ
「

無
所
礙
風
」

と
い

う
の

は
、

仏
の

徳
、

仏
の

理

で

あ
る

。

解
脱
し

て

い

る

か

ら
に

に

は
、

礙
げ
ら
れ

な
い

の

で

あ
る

。

も
っ

と

も
、

風
は

、

世

間
で

は

障
り
が

な

い

も
の

〔

の

喩
〕

に

つ

か

う
か

ら

「

無
所
礙
風
」

と

言
い

、

海
は

広
い

こ

と

〔

の

喩
〕

に

つ

か

う
か

ら
、

〔

「

仏
性
海
」

と
い

う
よ

う
に
〕

仏
性
に

付
け
る

の

で

あ
る

。

こ

れ

ら

は

幾
ら
か

理

由
が

あ
る

。

へ
「

無
礙
慧
」

と
い

う
の

は
、

こ

れ
も
仏
の

智
慧
で

あ
る

。

礙
げ
ら

れ

な
い

智
慧
で

あ
る

。

へ
「

於
レ

後
能
使
二

得
因

果
（

福
智

自
由
」

と

あ
る

。

こ

の

「

後
」

と
い

う
の

は
、

前
後
の

後
で

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二

〇
一
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『

正

法
眼

蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

非
立

削

後
ノ

後→

無
礙
慧
ノ

上
ヲ

後
ト

サ

ス

ナ

リ
、

後
ヲ

ハ

コ

コ

ニ

ト

可
レ

読
歟

、

如
何、

コ

ノ

コ

ト

ハ

サ

キ

ノ

無
所
礙
風
ヲ

無
礙
慧
ソ

ノ

道
理
ニ

ハ

不
相
応

ニ

キ

コ

ユ

、

世
間
ノ

詞
二

似
タ

リ
、

梵
網
経
ニ

モ

非

因
果

法
ト

ア

リ
、

然
而

仏
ノ

上
ニ

ヲ

イ

テ

因
果
ヲ

タ

　
　

　
　

イ

ン

ツ

ル

ト

キ

仏

因
仏
果

也
、

又
大
乗
因
者
諸
法
実
相
也、

大
乗
果
者
（

一

九
〇
b

）

亦
諸
法
実
相
也

ノ

道

理

也、

仏
ハ

非
因
非

果
ト

ト

ク
、

ヤ

カ

テ

ソ

ノ

非
因
非
果

ヲ
、

イ

マ

コ

コ

ニ

ハ

因
果
福
智
自
由
ト

ト

ク

ナ

リ、

　作
車
運
載
ト

云
ハ

因

果
ヲ

ト

ク

詞
也

、

因

果
ハ

運
載

ノ

義
ナ

リ、

運
載
ハ

ハ

コ

フ

義
ナ

リ
、

イ
マ

因
果
ヲ

ハ

仏
法
ニ

ハ

イ

カ

ニ

ト

ハ

コ

フ

ヘ

キ

ソ
、

東
ヨ

リ

西

ヘ

ハ

コ

ヒ
、

過
去
ヨ

リ

未
来
ヘ

ハ

コ

フ

ニ

テ

ハ

ナ

シ
、

諸
法
ノ

実
相
ナ

ル

カ

コ

ト

ク
、

大
乗
ノ

因
ヲ

ハ

コ

ヘ

ハ

大
乗
ノ

果
ナ

ル

コ

ト

ク
、

タ

タ

ヲ

ナ

シ

キ

上

ニ

ハ

コ

フ

ト

ハ

ト

カ

ル

ル

ナ

リ
、

運
載
因

果
ノ

詞

ヲ
、

タ

タ

イ

タ

ツ

ラ

ニ

モ

ノ

ヲ

ハ

コ

フ

カ

（

一

九
一

a
）

如
ク

心

得
レ

ハ

、

右
ノ

上

上
智
ノ

詞
モ
、

仏

道

立

此

人
ノ

詞
モ

、

仏
有
仏
性
ノ

詞
モ

、

導
師
ノ

詞
モ

本
意
ニ

ハ

ソ

ム

キ
、

道蝋
埋
ニ

ハ

ソ

ル

ル

也、
　
ハ

コ

フ

ト

云

事
、

今
ニ

ハ

シ

メ

ス
、

現
成
公

按
ニ

モ
、

自
己
ヲ

ハ

コ

ム

テ

萬
法
ヲ

修
証
ス

ト

イ

フ

モ
、

萬
法
ス

ナ
ハ

チ

自
己
ナ

ル

道
理

也
、

下
二

対
シ

タ

ル

上
上

智
ニ

ア

ラ

ス
、

仏

道
立
此

人
ト

イ
フ

モ
、

今
仏

道
ヲ

建
立
ノ

人
ト
ニ

ハ

ア

ラ

ス
、

導
師
ト

云
モ

誰
人
ヲ

ミ

チ

ヒ

ク

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二

〇
二

は

な

い
。

「

無
礙
慧
」

で

あ
る

こ

と

を

「

後
」

と

指
す
の

で

あ
る

。

「

後
」

を

「

こ

こ

に
」

と

読

む
べ

き
か

。

ど

う
で

あ
ろ
う
か

。

こ

の

こ

と
ば

は
、

先
の

「

無
所
礙
風
」

を

「

無
礙
慧
」

だ

と

い

う

道
理
に

は

不
相
応
に

受
け

取
ら
れ

る
。

世
間
の

こ

と

ば
に

似
て

い

る
。

『

梵
網
経
』

に

も

　
　
　
　
（

8
）

「

非

因
果
法
」

と

あ

る
。

そ

う
で

あ
る

か

ら
、

仏
の

上

に

お

い

て

因
果
を

た
て

る
と

き
は

、

仏

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

9
）

因
仏
果
で

あ
る

。

ま

た
、

「

大
乗
因
者

諸
法
実
相

也
、

大
乗
果
者

亦
諸
法
実
相
也
」

（

大

乗
の

因

と

は

諸
法
実
相
な
り、

大
乗
の

果
と
は

亦
諸
法
実
相
な

り
）

と
い

う

道
理

で

あ

る
。

仏
は

「

非
因

非

果
」

と

説
く

。

そ
の

ま

ま
、

そ
の

「

非
因
非
果
］

を
、

今
、

こ

こ

で

は

「

因
果
福
智
自
由
」

と

説
く
の

で

あ
る

。

へ
「

作
車
運

載
」

と

い

う
の

は
、

「

因

果
」

を

説

く
こ

と
ば

で

あ
る

。

「

因
果
」

は

「

運
載
」

の

意
味
で

あ
る

。

「

運

載
」

は

「

運
ぶ
」

意
味
で

あ

る
。

今
、

因

果
を

仏

法
で

は
、

ど
の

よ

う

に

し

て

運
ぶ
べ

き
か

。

東
よ

り

西
へ

運
び

、

過
去
よ

り

未
来
へ

運
ぶ

の

で

は

な
い

。

諸
法
の

実
相

で

あ
る

よ

う
に

、

大
乗
の

因

を

運
べ

ば
、

〔

そ

れ
が

即

ち
〕

大

乗
の

果
で

あ
る
よ

う

に
、

た

だ

同
じ

上
に

運
ぶ

と
説
か

れ

る

の

で

あ
る

。

「

運
載
因
果
」

の

こ

と
ぽ

を
、

た
だ

無
用
に

物

を

運

ぶ

こ

と
の

よ

う
に

理

解
す

れ
ば

、

右
の

「

上
上

智
」

の

こ

と

ば

も
、

「

仏
道
立

此

人
」

の

こ

と

ば
も

、

「

仏
有
仏
性
」

の

こ

と

ば

も
、

「

導
師
」

の

こ

と

ば

も

本
意
に

背
き

、

道
理
に

そ
れ
る

の

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
へ

で

あ
る

。

「

運
ぶ
」

と
い

う
こ

と

は
、

今
が

最
初
で

は

な
い

。

現
成
公
按
の

巻
に

、

「

自
己
を

は

ヘ

　
　

へ

こ

び
て

万

法
を

修
証
す
」

と

言
う
の

も
、

万

法
が

即

ち

自
己
で

あ
る

道
理
で

あ
る

。

下
に

対
し

た

「

上

上

智
」

で

は

な
い

。

「

仏
道

立

此
人
」

と
い

う
の

も
、

今
、

仏
道
を

建
立

す
る

と

こ

ろ

の

人
と
い

う
の

で

は

な
い

。

「

導
師
」

と
い

う
の

も
、

だ

れ
を

導
く
の

か
。

能
化
（

導
く

人
）

所

化
（

導
か

れ
る

人
）

は

仏
道
で

は

お

か

な
い

。

「

導
師
」

も
こ

れ

く
ら
い

に

理
解
す
べ

き
で

あ
る

。

能
化
所
化
を
た

て

る

こ

と

が

あ
っ

て

も
、

以

前
教
化
せ

ら

れ

な
か

っ

た

も
の

が
、

今
、

教

化
せ

ら

れ
る

と
は

理

解
し

な
い

の

で

あ
る

。
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ソ
、

能
化
所
化
ハ

仏
道
ニ

ヲ

カ

ス
、

導
師
モ

コ

レ

程

二

心

得
ヘ

シ
、

能
化
所
化
ヲ

タ

ツ

ル

ト

キ

ア

レ

ト

モ
、

モ

ト

化
セ

ラ

レ

サ

リ

ツ

ル

モ

ノ

ノ

（

一

九
一

b
）

イ
マ

化
セ

ラ

ル

ト
ハ

心

得
ヌ

也
、

　処
二

於
生一
不
レ

被
二

生
之
所
プ

留
、

処
二

於
死一

不
レ

被
二

死

之
所
ツ

礙
ト

云
ハ

、

我
等
力

生
死
ニ

ハ

ア

ラ

ス
、

仏
ノ

事
也、

抑
仏
ノ

去

住
出
入
イ

カ

ヤ

ウ

ナ

ル

ヘ

キ

ソ
、

我
カ

コ

ト

ク

ハ

ア

ル

ヘ

カ

ラ

ス
、

去
モ

不

変
ノ

義
也

、

住
モ

行
二

対
シ

タ

ル

住
ニ

ハ

ア

ラ

ス
、

ユ

ヘ

ニ

自
由
ト

ツ

カ

フ

ナ

リ、

出
入
モ

亦
如
レ

此
、

　生
モ

死
モ

不
レ

被
レ

留、

或
ハ

不
レ

被
レ

礙
ト

ト

ク
、

去

住

出
入

無
難
ト

云
モ

仏
果
ノ

コ

ト

ナ

レ

ハ

、

我
等
力

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（

10
…

得
分
ナ

シ
、

只

謗
ノ

詞
ヲ

聞
シ

カ

如
シ
、

我
ト

シ

テ

自
己
卜

（

一

九
二

a
）

コ

コ

ロ

ウ

ル

ハ

、

生

死
ニ

モ

被
レ
留
被
レ

礙

出
入
モ

難
ナ

リ
、

全

機
現
ノ

生
死
ナ

ル

…
10）

ヘ

シ
、

　コ

レ

去
来
ニ

ア

ラ

サ

ル

生
死
ナ

ル

ユ

ヘ

ニ

、

凡
悩
即

菩
提
ト

イ

フ

詞
ト

、

凡
悩
ト

シ

テ

断
ヘ

キ

ナ

シ
、

善

提
ト

シ

テ

ア

ラ

ハ

ス

ヘ

キ

ナ

シ

ト

イ

フ

詞
ト
一

ナ

リ
、

其
故
ハ

凡
悩
ノ

置
所
ナ

シ
、

菩
提
モ

又

置
所
ナ

シ
、

ユ

ヘ

ニ

ヒ

ト

シ

キ

ナ

リ
、

　使
得
ト

云
ハ

生
也
全
機
現
ト

心

得
ヲ

イ

フ

ナ

リ、

（
10
…

我
ト

云
テ

自
己
ト

心

得
ハ

、

生
死
二

被
レ

留
被
F

礙
出

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
…
10）

入
モ

難
ア

リ、

全
機
現
ノ

生
死
ナ

ル

ヘ

シ
。

（

一

九

二

b
）

　

　
　

『

正
法

眼
蔵

抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

へ
「

処
二

於
生一

不
レ

被
二

生
之

所
ワ

留
、

処一一
於
死一

不
レ

被
二

死

之
所
ツ

礙
」

（

生
に

処
し

て

生

に

留

め

ら
れ

ず
、

死
に

処
し

て

死
に

礙
え
ら

れ
ず
）

と
い

う
の

は
、

我
々

の

生
死

で

は

な
い

。

仏
の

こ

と
で

あ
る

。

そ
も
そ

も
、

仏
の

「

去

住
」

「

出

入
」

は

ど
の

よ

う
で

あ
る
べ

き
か

。

我
の

〔

「

去
住
・

出
入
」

の
〕

よ

う
に

は

あ
る

は

ず
が

な
い

。

「

去
」

も
不

変
の

意
味
で

あ
る

。

「

住
」

も

行
に

対

し

た

住
で

は

な
い

。

だ

か

ら

「

自
由
」

と

使
う
の

で

あ
る

。

「

出
入
」

も
、

ま
た

同

様
で

あ
る

。

へ
「

生
」

も
「

死
」

も
「

不
レ

被
レ

留
」

（

留
め

ら
れ

ず
）

或
い

は

「

不
レ

被
レ

礙
」

（

礙
え
ら

れ
ず
）

と

説
く

。

「

去
住
〔

自
由
〕

、

出
入

無
難
」

と
い

う
の

も
仏
果
の

こ

と

で

あ
る

か

ら
、

我
々

の

と

り

分
は

な
い

。

た

だ

謗
の

こ

と
ば

を

聞
い

た

よ

う

な

も
の

で

あ
る

。

我
を
も
っ

て

自
己
と

理

解
す

る

の

は
、

生
死
に

も
留
め

ら
れ

、

礙
え
ら

れ
、

出
入

も

難
し

い

の

で

あ
る

。

全

機
現
の

生
死
で

あ

る

は

ず
で

あ
る

。

へ
「

去
来
」

で

は

な
い

「

生
死
」

で

あ
る

か

ら
、

「

煩
悩
即
菩
提
」

と
い

う
こ

と
ば

と
、

「

煩
悩

と

し
て

断
ず
べ

き
も
の

も
な
い

し
、

菩
提
と
し

て

あ
ら

わ

す
べ

き
も
の

も
な
い
」

と
い

う
こ

と

ば

と

は
一

つ

で

あ
る

。

そ
の

理

由

は
、

煩
悩
と

し

て

置
く
と
こ

ろ

が

な
い

し
、

菩
提

も
ま

た

置

く

と
こ

ろ

が

な
い

。

だ

か

ら

等
し

い

の

で

あ
る

。

へ
「

使
得
」

と
い

う
の

は
、

「

生

也
全
機
現
」

と

理

解
す
る

こ

と

を

言

う
の

で

あ

る
。

我
と

言

っ

て
、

〔

そ

れ

を
〕

自
己
と

理

解
す
る
の

は
、

生
死
に

留
め

ら

れ、

礙
え

ら
れ

、

出
入

も

難

か

し

い
。

全
機
現
の

生

死
で

あ

る

は

ず
で

あ
る

。

二

〇
三
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ワ

ボ

サ

テ

ハ

又
ヨ

ソ

ノ

事
ヲ

聞
力

如
ク

覚
ユ

、

所
詮
吾
我

ヲ

ハ

ナ

レ

ヌ

レ

ハ

、

モ

ロ

モ

ロ

ノ

壊
身
ハ

皆
不

壊
身

ナ

ル

ヘ

シ
、

一

切
衆
生
悉
有
仏

性
ナ

ル

ユ

ヘ

ニ

、

　イ

タ

ツ

ラ

ニ

生
ヲ

愛
ス

ル

事
ナ

カ

レ
、

ミ

タ

リ
ニ

死

ヲ

恐
怖
ス

ル

事
ナ

カ

レ

ト

云
ハ

、

愛
ス

ル

ト

イ

ヒ

恐

ル

ト

云
ハ

、

世
間
ノ

生
死
ヲ

心

得
ト

キ

ノ

義
也、

イ

マ

ハ

仏
道
ノ

生
死
ノ

コ

ト

ナ

レ

ハ

、

愛
モ

恐
モ

ア

ル

ヘ

カ

ラ

ス
、

生
ノ

生
ヲ

ト

ク

ト

キ

愛
ス

ル

キ

ア

ル

ヘ

カ

ラ

ス
、

生
也
全
（

一

九
四
a
）

機
現
ノ

ユ

ヘ

ニ

、

死
ノ

死
ヲ

ト

ク

ト

キ

恐
ル

ル

事
ア

ル

ヘ

カ

ラ

ス
、

死

ヤ

全
機
現
ノ

ユ

ヘ

ニ

、

吾
我
ノ

身
ナ

キ

ト

キ

無
礙
風

ノ

道
理
モ

ア

ラ

バ

レ

解
脱
ス

ル

ナ

リ
、

＼
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

ト

ウ

　
　

　
　
エ

ム

キ

ヤ

ク

ス

テ

ニ

仏
性
ノ

処
在
ナ

リ、

動
著
シ

厭

却
ス

ル

ハ

外
道
也
ト

云、

此
処
在
ハ

能
所
ノ

義
ニ

ア

ラ

ス
、

処

在
ハ

ヤ

カ

テ

仏
ト

サ

ス

ナ

リ
、

悉
有
力

仏
性
ナ

ル

カ

如
シ

、

仏
性
ノ

処
在
ハ

コ

レ

衆
生
ナ

ル

ヘ

シ
、

　仏
ハ

正

報
ニ

テ

国
土
ハ

依
報
ナ

リ

ト

ハ

心
得
ヌ

ナ

リ
、

仏
ヲ

国
土
ト

モ

ト

リ
、

国
土
ヲ

仏
ト

モ

イ

フ

ヘ

シ
、

　
（

一

九
四
b

）

仏
ノ

往
来
セ

ム

ト

キ
、

国
土
ト

モ

ニ

往
来
ス

ヘ

シ
、

国
土
ヲ

東
二

置
テ

仏
ハ

西
へ

行

ト
ハ

ユ

メ

ユ

メ

心

得
マ

シ
、

我
ハ

日

本

国
ノ

物
ナ

レ

ト

モ
、

身
独
震
旦
ヘ

ワ

タ

ル

ト

ハ

イ

フ

ヘ

カ

ラ

ス
、

不
レ

可
レ

似
二

凡
夫
→

ユ

ヘ

ニ

動
著
シ

厭
却
ス

ル

ハ

外

道
ナ

リ

ト

ミ

エ

タ

リ、

　珥〃
前
ノ

衆
縁
ト

云
ハ

、

我
等
力

事
ヲ

云

様
ナ

リ
、

然

　
　

　
『

正
法
眼

蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

の

壊
身
は

、

皆
「

不
壊
身
」

で

あ
る
は

ず
で

あ
る

。

一

切
衆
生
悉

有
仏
性
で

あ
る

か

ら
。

へ
「

い

た

づ

ら
に

生
を
愛

す

る
こ

と
な
か

れ
、

み

だ

り
に

死
を
恐
怖
す
る
こ

と

な
か

れ
」

と

あ

る

が
、

「

愛
す
る
」

と

言
い

、

「

恐
る
」

と

言
う
の

は
、

世

間
の

生
死
を

理

解
す

る
と

き
の

道
理

で

あ
る

。

こ

こ

で

は

仏
道
の

生
死
の

こ

と

で

あ
る
の

で
、

「

愛
」

も
「

恐
」

も
あ

る
は

ず

が

な

い
。

生
が

生
を

説
く
と

き
、

愛
す
る

と
い

う

道
理
が

あ
る

は

ず
が

な
い

。

生
也

全

機
現
の

理

由

か

ら
。

死
が

死

を
説
く
と

き
、

恐

れ
る

こ

と

が

あ
る

は

ず

が

な

い
。

死
也
全
機
現
の

理

由
か

ら
。

吾
我
の

身
が

な
い

と

き
、

「

無

礙
風
」

の

道
理
も
現
わ

れ
、

解
脱
す

る

の

で

あ
る

。

へ
「

す
で

に

仏
性
の

処
在
な

り
、

動
著
し

厭
却
す
る
は

外
道
な

り
」

と

あ
る

。

こ

の

「

処

在
」

は

能
所
の

意
味
で

は

な
い

。

「

処
在
」

が

そ
の

ま

ま

仏
で

あ
る

と

指
す
の

で

あ

る
。

悉
有
が

仏

性
で

あ
る

の

と

同
じ
で

あ
る

。

「

仏
性
の

処
在
」

は

衆
生
で

あ
る
は

ず
で

あ
る

。

公
は

正

報
で

あ
っ

て
、

国
土

は

依
報
で

あ
る
と

は

理

解
し

な
い

の

で

あ
る

。

仏
を

国
土

と

も

受
け

取
り

、

国
土
を

仏
と
も
言
う
べ

き
で

あ
る

。

仏
が

往
来
す
る

と

き
、

国
土
も
一

緒
に

往
来

す

る
は

ず
で

あ
る

。

国
土

を

東
に

置
い

て
、

仏
は

西
へ

行
く
と

は
、

決
し
て

決
し

て

理

解
し

て

は

な

ら
な
い

。

我
は

日

本
国
の

人

間
で

あ
る

け
れ
ど

も
、

身
の

み

中
国
へ

渡
る

と

は

言

え

な

い
。

凡

夫

〔

の

考
え
〕

に

似
る

は

ず
が

な
い

。

だ

か

ら、

「

動

著
し

厭
却

す
る

は

外
道

な

り
」

と

あ
る

の

で

あ
る

。

へ
「

眼
前
の

衆
縁
」

と
い

う
の

は
、

我
々

の

こ

と

を
言
う
よ

う
で

あ

る
。

そ
う
で

は

あ
る

が
、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
二

〇
五
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『

正

法
眼
蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

而
コ

コ

ニ

ハ

無

礙
風
ト

ト

カ

レ

ヌ

レ

ハ

、

現
前
ノ

衆

縁
ト

ハ

仏
法
ノ

衆
縁
ナ

ル

故
二

、

無
礙
風
ト

ト

カ

ル

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
12
）

ル

ハ

仏
性
ノ

処
在
ナ

ル

ヘ

シ
、

我
等
力

五

陰
ヲ

強
為

シ

テ

衆
縁
ト

モ

不

壊
身
ト

モ

イ

フ

ニ

ハ

ア

ラ

ス

（

一

九
五

a
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ス

コ

フ

ル

抑
仏
性
ノ

処

在
ト

云

事
、

頗
所
所
ニ

キ

ラ

ヒ

ツ

ル

詞

也
、

イ
マ

非
レ

可レ

用
キ
コ

ユ

レ

ト

モ
、

コ

レ

ハ

又

其

儀
ニ

ハ

ア

ラ

ス
、

処
在
ハ

仏

性
ノ

全
面
ヲ

ト

ク

ユ

ヘ

ナ

リ
、

　使
得
無
礙
風

仏
ノ

処
在
浄
妙
国
土
也

、

巳
前
ノ

義
二

見
タ

リ
、

生
ヲ

使
得
ト

云
ハ

生
也
全
機
現
也、

死
ヲ

使
得
ス

ル

ト

イ
フ

又

同
シ

、

生
ヲ

愛
セ

サ

ル

ハ

全

生

也
、

死
ヲ

恐
怖
セ

サ

ル

ハ

全
死
ナ

ル

ヘ

シ
、

　所
詮
此
段
ハ

是
仏
有
仏
性
ヲ

ト

ル

ナ

リ
、

最
上
乗、

上

上

智、

仏
道
立
此

人、

導
師、

使
得
無
礙
風、

無
礙
慧、

仏
ノ

各
各
徳
詞
ア

マ

タ

ナ

レ

（

一

九
五
b
）

ト

モ

タ

タ

仏
ト

ト

ク

ナ

リ
、

後
二

能
ク

使
得
ト

ア

ル

ト

キ

イ

ツ

レ

モ

仏
ノ

上
ノ

事
ナ

レ

ハ

、

因
果
モ

福

智
モ

自
由

ナ

リ、

世
間
ノ

作
業
ニ

ア

ラ

ス
、

生
死
ト

ハ

ア

レ

ト

モ

全
爍
腆

珥湘
ナ

レ

ハ

ト

ト

メ

ラ

レ

ス
、

サ

ヘ

ラ

レ

ス

ト

ア

ル

上
ハ

、

又
我
ラ

カ

コ

ト

ク

ノ

生
死
ナ

ラ

ス
、

五

ウ

ン

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
モ

ン

陰
二

所
ス

ト
ハ

ア

レ

ト

モ

門
ヒ

ラ

ケ

ヌ
、

コ

レ

解
脱

ナ

リ、

ユ

ヘ

ニ

五

陰
ニ

モ

サ

ヘ

ラ

レ

ス
、

去
モ

住
ス

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

二

〇
六

こ

こ

で

は

「

無
礙
風
」

と

説
か

れ
た

の

で
、

「

現
前
の

衆
縁
」

と

は

仏
法
の

衆
縁
で

あ
る
か

ら
、

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
（

12）

「

無
礙

風
」

と

説

か

れ

る
の

は

「

仏
性
の

処

在
」

で

あ
る
は

ず
で

あ
る

。

我
々

の

五

蘊
を

無
理

し

て

「

衆
縁
」

と

も

「

不

壊
身
」

と

も
言
う
の

で

は

な
い

。

へ

そ
も
そ

も
「

仏
性
の

処
在
」

と
い

う
こ

と
は

、

多
く
あ
ち

ら
こ

ち

ら
で

斥
け
た

こ

と

ぽ
で

あ

る
。

こ

こ

で

は
、

用
い

る
べ

き
で

は

な
い

と

受
け

取
れ
る

け

れ
ど
も

、

こ

れ
は

、

ま

た

そ
の

こ

と
で

は

な
い

。

「

処

在
」

は
、

〔

仏
性
の

あ
り

場
所
の

意
味
で

は

な
く

〕

仏
性
の

全
面
を

説

く
か

ら
で

あ
る

。

へ
「

使
得
無
礙
風
」

「

仏
の

処

在
」

「

浄
妙
国
土

な

り
」

。

以

前
の

道
理
に

見
た

。

「

生
を

使
得
」

と
い

う

の

は

生
也
全
機
現
で

あ
る

。

「

死

を

使
得
す
る
」

と
い

う
の

も
ま

た

同

じ

〔

く

死
也

全

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
お

そ

れ

機
現
〕

で

あ
る

。

生

を

愛
し

な
い

の

は

全
生
で

あ
る

。

死

を

恐
怖
な
い

の

は

全
死
で

あ
る

は

ず

で

あ
る

。

へ

緒
局

、

こ

の

段
は

、

「

是
仏

有
仏
性
」

を
と

る

の

で

あ
る

。

「

最
上

乗
」

「

上

上
智
」

「

仏
道
立

此
人
」

「

導
師
」

「

使
得
無

礙
風
」

「

無
礙
慧
」

。

仏
の

そ

れ

ぞ

れ
の

徳
を

表
わ

す
こ

と
ば

は

多
数

あ
る

け
れ
ど

も
、

た

だ

仏
と

説
く
の

で

あ
る

。

「

後
に

能
く

使
得
」

（

於
後
能
使
得
）

と

あ

る

と

き
、

ど

れ

も

仏
に

つ

い

て

の

こ

と
で

あ
る

か

ら
、

「

因
果
」

も
「

福
智
」

も
「

自
由
」

で

あ
る

。

世
間
の

行
為
で

は

な
い

。

生
死

と
は

あ
る

け
れ
ど

も
、

全

機
現
で

あ
る

の

で
、

「

と
ど
め

ら

れ

ず
」

「

さ
へ

ら
れ

ず
」

と
あ
る

か

ら
に

は
、

ま

た
、

我
々

の

よ

う

な

生
死
で

は

な
い

。

「

五

陰
に

処
す
」

（

処

於
五

陰
）

と
は

あ
る

け

れ
ど

も
、

門
が

開

け
た

（

門
開
）

。

こ

れ
が

解
脱
で

あ
る

。

だ

か

ら、

五

陰
に

も

礙
え

ら

れ
な
い

し

（

不

被
五

陰
礙
）

、

去
る

の

も

住
す

る

の

も
（

去
住
）

難
し

い

こ

と

は

な
い

（

無
難
）

。
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ル

モ

カ

タ

キ

事
ナ

シ
、

　如
レ

此
云
ヘ

ト

モ
、

真
実
二

法

文
ノ

道
理
二

落
居

ス

ル

ト

キ
ハ

、

世

間
ノ

作
業
ヲ

ハ

不
レ

取
、

因

果
福
智

（

一

九
六

a
）

自
由
ナ

レ

ハ

ト
モ

イ

ヒ

生

死
モ

我
等

力

生
死
ニ

ア

ラ

ス
、

全

機
ノ

上
ナ

リ

ナ

ム

ト

云

ヘ

ハ

、

仏
道
与
二

世
間一
タ

テ

ワ

ケ

テ

キ

コ

ユ

、

マ

コ

ト

ニ

世

間
ノ

方
ヨ

リ
ハ

仏
道
ヲ

ハ

ハ

ル

カ

ニ

ヘ

タ

ツ

レ

ト

モ
、

仏
法
ノ

方
ヨ

リ
ハ

世
間
ト

テ

ノ

ソ

ク

事
ナ

ケ

　
　
　
　
ム

ツ

カ
シ

レ

ハ

、

只
六

借
ク

世

間
ト

エ

リ

ワ

ケ

テ

ノ

ケ

ス

ト

モ
、

因
果
福
智
自
由
也

、

生
死
ニ

モ

ト

ト

メ

サ

ヘ

ラ

レ

ス
、

五

陰
門
ヒ

ラ

ク

ト

心

得
ル

カ

正

説
ナ

ル

也、

恁
麼
ナ

レ

ハ

不
レ

論
二

階
梯
勝
劣→

乃
至

蟻
子
之

身、

但
能
恁
麼
ナ

レ

ハ

、

尽

是
浄
妙
国
土

、

不
可
思

議
也

　
　
　
　

　
　
　
　
（
12
）

フ

エ

ト

被
二

結
了
→

タ

タ

五

陰
ハ

不

壊
（

一

九
六
b

）

身、

サ
ウ

シ
造
次
ハ

門
開
ト

心

得
ヘ

シ
、

（

一

九
七
a
）

罫
〕

の

よ

う
に

言
う

け

れ

ど

も
、

本
当
に

法
文
の

道

理
に

決
着
す
る

と

き
は

、

世
間
の

行
為
を

と

ら

な
い

。

「

因
果
福
智
自
由
」

で

あ
る

か

ら

と

も

言
い

、

生
死
も
我
々

の

生
死
で

は

な

い
、

全
機
の

上

〔

で

の

生
死
〕

で

あ

る

な
ど

と

言

う
の

で
、

仏

道
と

世
閭
と

を

区
別
し

て

受

け

取

る
。

実
に

、

世
間
の

方
か

ら
は

、

仏
道
を

遙
か

に

隔
て

る

け

れ
ど

も
、

仏
法
の

方
か

ら

は
、

世

間
と

言
っ

て

除
く
こ

と

が

な
い

の

で
、

た

だ

難
し

く
世
間
と

〔

仏
法
と
〕

を

選
り

分
け
て

除

き

去
ら

な

く
て

も
、

「

因
果
福
智
自
由
で

あ
る

。

生

死
に

も
留
め

ら

れ

な
い

し
、

礙
ら

れ

な

い
。

五

陰
の

門
が

開
く

」

と

理

解
す
る

の

が

正

説
で

あ
る
の

で

あ
る

。

「

恁
麼

、

不
レ

論
二

階
梯
勝

劣
ハ

乃
至

蟻
子
之

身
、

但
能
恁
麼

、

尽
是
浄
妙
国
土

、

不

可
思
議
」

（

恁
麼
な
れ
ば

、

階
梯
勝
劣
を

論
ぜ

ず
、

乃
至

蟻
子

之
身
も、

但
能
く
恁
麼
な

れ
ば

、

尽
く

是
れ
浄
妙
国
土

、

不
可
思
議
な
り

）

と

結

ば

れ

た
・

た

だ

「

毳
」

は

罘
壊
身
」

・

「

造
次
」

は

「

門

囲
と

理

解
す
べ

き
で

あ
る

。
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（

1
）

　
『

天
聖

広
燈
録
』

巻
九
　
百

丈
懐
海
章
（

続
蔵

二
二

五

二
三
二

四
b

）

　

但
し

、

『

広
燈
録
』

は
、

「

是
上
上

智
」

を

「

最
上
上

智
」

と
し
、

「

是

仏

道

立

此

　
　

人
」

を

「

是
仏

道
上
立

此
人
」

と
し

、

ま
た

「

恁
麼
」

を
「

渭
麼
」

と

す
る

。

（

2
）

　
「

後
」

を、

『

抄
』

は

「

ノ

チ
ニ

」

と

振
り

仮
名
を

付
け
る

が
（

一

八

六
b
、

一

八

七
a
）

、

『

聞
書
』

は

「

後
ヲ

ハ

コ

コ

ニ

ト

可
レ

読
歟
」

（
一

九
〇
b

）

と

す

　
　
る
か

ら
、

「

コ

コ

一
こ

と

読
む
こ

と
に

し

た
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
テ

　
　
　

ナ

リ

　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　

ナ
リ

（

3
）

　
『

抄
』

は

「

使
二

得
因
果
福
智一

自
由

、

是
作
レ

車
運
載
因

果
」

と

読
ん

で

い

る
が

（

一

八

六

b
）

、

こ

れ
は

採
ら

な
か
っ

た
。

（

4
）

　
『

全
集
』

は

「

こ

れ
」

を
欠
く
が

、

『

抄
』

（

一

八
八

b
）

に

よ
っ

て

補
っ

た
。

（

5
）

　
『

妙
法
蓮
華
経
』

譬
喩
品

第
三

で

説
か

れ
る

羊
鹿
牛
の

三

車
の

内
、

牛
車
と

大
白
牛
車
と
が

同
一

か

異
な
る
か

は
、

古
来
問
題
と

さ

れ
て

来
た

。

同
一

と

す

　
　
る

も
の

が
三

車
家
で

あ

り、

異
な
る

と
す
る

の

が

四

車
家
で

あ
る

。

天

台
宗
は

後
者
の

立
場
を

と
る

。

と
こ

ろ

で

『

抄
』

は
、

「

三

車
ノ

内
大
白

牛
車
ナ

リ
」

　
　
と

、

大
白
牛
車
は

三

車
の

内
の

牛
車
に

相
当

す
る

と
し、

明

ら
か

に

天
台
の

解
釈
と
は

異
な
る

。

経
豪
の

師
詮
慧
の

『

聞
書
』

に

は
、

天
台
の

用
語
が
多
く
見

　
　
『

正
法
眼
蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

〇
七
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『

正
法
眼
蔵
抄
』

口

語
訳
の

試
み

（

伊
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

〇
八

　
　
ら

れ
る

。

詮
慧
は

叡
山
で

学
ん

だ

か

ら
当
然
と

言
え

ば
当

然
で

あ
る

が、

し

か
し

、

決
し
て

天
台
的
解
釈
に

は

流
さ
れ
る

こ

と
は

な

く、

天
台
の

用
語
を

用
い

　
　
つ

つ

も、

天
台

的
解
釈
を

否
定
す
る

こ

と
に

よ

っ

て
、

『

正

法
眼
蔵
』

で

説
く
と
こ

ろ

を

明
ら
か

に

し
ょ

う
と
し

て

い

る

点
に

注
意
す
る

必

要
が

あ
ろ

う
。

こ

れ

　
　
は

、

弟
子
の

経
豪
に

も
受
け
継
が

れ、

こ

の

よ

う
な

大
白

牛
車
の

解
釈
と

な
っ

て

衷
わ
れ

た
と

思
わ
れ
る

。

（

6
）

　
原

文
に

は

「

所

在
」

と

あ
る

が
、

こ

れ
は

本

文
を

引
い

た

の

で

あ
る
か

ら

「

処
在
」

と

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

訳

文
で

は

改
め

た
。

（

7
）

　
頭

註
と
し

て

あ
っ

た
も
の

を、

印
刷
の

上
か

ら

割
註
に

改
め

た
。

（

8
）

『

梵
網
経
盧
舎
那
仏
説

菩
薩
心

地
戒
品
』

巻
一

〇
下

　
　
　

是
故
戒
光
従
γ

口

出
。

有
レ

縁
非
レ

無
γ

因
。

故

光
光
非
二

青
黄
赤
白

黒
輔

非
レ

色
非
レ

心
、

非
レ

有
非
レ

無、

非
二

因
果
法
→

是
諸
仏
之
本
源
菩
薩
之
根
本

、

是
大

　
　
　

衆
諸
仏
子

之
根
本

。

（

正
蔵
二

四
・
一

〇
〇
四
b
）

（

9
）

　
『

妙
法
蓮
華
経
玄
義
』

巻
九
下

　
　
　

普
賢
観
云、

大
乗
因
者
諸
法
実
相

、

大
乗
果
者
諸
法
実
相。

（

正

蔵
三
三
・

七

九
四

b
）

　
　
　
『

観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』

　
　
　

汝
今
応
ヨ

当
観
二

大
乗
因
→

大
乗
因
者
諸
法
実
相

。

（

正

蔵

九
・

三

九
二

b
）

（

10
）

　
両
文
は

ほ

ぼ
同
文
と
言
っ

て

よ

い
。

何
故

、

同
文
が
あ
る

の

か

は

不
詳
で

あ
る

が
、

改
め

て

並
記
す

れ
ば
次
の

よ

う
で

あ
る

。

　
　
　

我
ト

シ

テ

自
己
ト

コ

コ

ロ

ウ

ル

ハ

、

生
死
ニ

モ

被
レ

留
被
y

礙
出
入
モ

難
ナ

リ
、

全
機
現
ノ

生
死
ナ

ル

ヘ

シ
、

　
　
　

我
ト

云
テ

自
己
ト

心

得
ハ

、

生

死
二

被
レ

留
被
レ
礙
出
入
モ

難
ア

リ
、

全
機
現
ノ

生
死
ナ

ル

ヘ

シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　へ

（

11
）

　
『

聞
書
』

は

「

止
」

の

字
を

用
い

る

が、

「

生
不

被
生
之
留
」

「

死
不

被
死
之
礙
」

と
本
文
に

あ
る

か

ら、

「

留
」

を

用
い

た

方
が

よ
い

と

考
え

、

訳
で

は

改
め

　
　
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　へ

（

12
）

　
『

聞
書
』

は

「

五

陰
」

と

す
る

が
、

こ

れ
は

引
用
文
中
の

「

処
於
五

陰
如
門
開

。

不
被
五

陰
礙
」

の

「

五

陰
」

に

ょ
っ

て
、

用

語
を

統
一

し

た

も
の

と

思

わ

　
　
れ
る

。

『

全

集
』

『

抄
』

は

「

五

蘊
」

と

す
る

か

ら、

『

聞
書
』

の

原
文
は

そ
の

ま
ま

と
し
て

、

訳
で

は

「

五
蘊
」

に

改
め

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一

九
八

八
・

七
・
一
）
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